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利根運河とボート遠漕

一向島艇庫村から銚子までの遠漕の懸史一

占域庸夫(江戸川大学〉

1.はじめに

千葉県北部の野田市・流山市・柏市と接しながら利根川と江戸川を紘一ぶ利根運河(約

8 km)は、明治 21年(1888年) 5月から始まった開削工事によって、明治 2

3年(1890年) 6JI16円に運河竣工式が行われ完成を見た。

しかし民間の資本によって作られた利根運河は、鉄道の完成や台風被害によって打

撃を受け昭和 17 {ド(1942年)国有化され、現在では運河の役割を終えている。

本研究ではiれ制の大予及び高校と実業団の端艇部(ボート部)が、明治期から行っ

ていた(銚子議漕)の航路と時代背景を明らかにすることによって、ボート競校

潜航路周辺の人々とにつながりを明らかにすることを討的とする。

2. 初めての遠漕ーが行われた時代背景

隅田JIIでボートが糟がれるようになったのは明治 10年(l8 7 7 W)閣で、東京

外閑語学校(現東京外国語大学)の学生たちが拠金して造った 2隻のボートは、学校

の統廃合によって東京大学予備門と東京商業学校(現品橋大学)に受け継がれていっ

た。

明治 11年(1878年) 1 1月16日に外同人で織成された東京漕艇倶楽部が、

大橋と永代橋間で秋季競漕会を行うと、それに刺激を受けたように明治 13年(18

8 O :ff)体操伝背所(現筑波大学〉が就業の余暇に操檎法を練習し、明治 15 i]~C1

882"f) 3J'114Uには石川島造船所に若渓・見学の 2艇の建造を依頼した。

また同年 11月21日には隅田111で海軍水兵の競漕が行われると、明治 16 "f (1 

8 8 3年) 6月には東京大学の学生たちが東京師範学校付属体操伝智所にボートレー

スを申し込み初めての対校戦が行われ体操伝沼所が3戦全勝した。

また F'W'ストレンジの指導で陸上競技を始めていた東京大学の学生遼が6fJ 1 

68に陸上競技会を開催すると、明治 17年(1884年) 1 0月17日に東京大学

のボート好きの学生関体である走柄組(技1)が隅悶111で競務会を実施し、多くの観

客が見物のために押し鉛け、以後隅田川では海'ギと学生によるボートレースが大変な

人気を呼んだ。この間海穫の軍人たちは学中のボートレースの役員を務めるなどの協

JJ体制を取ったc 明治 26年c1893年) 3J120日、元海策大尉の郡i4i廷が

千島列島探検に 5隻(カッタ一一隻・ピンネース 2隻・和船2隻・オール潜ぎ帆定策

用艇)の短艇で向島から潜ぎだすと、東京大学、潟等中学、尋常小学、日本中争、共

立学校、子学智段、肉薄u学校、慶応大学島、改ま舎、日本銀行、三菱会社などのボート数

十隻が氷上から見透り、同年には三菱、日本郵船、三井、日本鉄道による初めての会

社対抗ボートレースが行われた。

また明治 28~(1895 年)には琵琵ー湖の大津で第 A回大日本連合競機会が行わ
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れると、東京から大学や会社のボート関係者が選手や役員として参加するなど、日本

間中がボートレースという新しい傾洋スポーツに夢中になって行ったと思われる。

そのような社会的状況の中で初めての宿泊を伴った長距離の漕艇訓練がー綴大学端

艇部によって行われたのは、明治 31年 o898年) 1月のことで、航路は隅出JII

艇庫~荒川~江戸川~利根運河~利根J11そ経て銚子の大新旅館に!n]かったと思われる。

また銚子遠?曹がhわれた開rllは、長距離を漕ぐことによって漕艇技術及び体力の向

上を図りつつ摺母JlIの見慣れた風緊を離れ気分転換を行いながらクルーとしての e体

感を強めようとする狙いもあった。

3.明治期の構図JIIにおける艇路建設

明治 17年 08841平)以降、瞬間)11でのボートレースが様んになり、多い時で

は……刊に十数閣の競漕会がfiわれるようになっていった。

それまで議事橋の野田療という貸しボート濯や、築地の小林という船宿にカッター

やパッテーラなどという船を瀕け、各学校から学生連はボートソングを歌いながらオ

ールを担いで徒歩で隅前川に向かっていた。

しかし明治20年(1887年) 4 fl 1 6日に帝凶大学の向島艇療が完成すると、

明治45年までの間に 13間体によって続々と艇療が建設され、隅間)11の対妻橋を小

心にした一大ボート文化閣が形成されていった。

1)明治 20年(1887年〉母国大学(現東京大学)

2)明治 25 i手 U892if=.)

3)明治27年(1 8 9 4 "f.)第崎高等学校(現東京大学)

4)明治 30 (1897今、)高等商業学校(現一橋大学)

日明治33年(1900年)東京高等 c業高校(現東京工業大学)

6)明治33年(I900年)東京外国語学校(東京外国語大学)

7)明治 37:年(19041いい稲仕!大学

8)明治 39年Cl906if二)日本銀行

9) 司明汚治 39年 (I 906年) 束}京;江(r高窓ミ等李蒔業竿学?校 u現見
1 0) E碗狗i治台40主年ド (l907{年1ド:) f明狗治大イ学4乎? 

11)明治40if.(1907年)慶応大学

1 2)明治42年 (1 909年)東京高等師範ヤ校付属小γ校(現筑波大付属高校)

1 3)明治45作(19 1 2千十)大蔵高等商業三学校(現東京経済大学)

4.大iE1 0年墳の、寺島地[5z:の艇長転群

明治45年 cl912if.)頃には隅l+JJiIの丹妻橋をや心として、 下流に第

絞と秀策{京I高弱等 i仁:業γγT校の 2校と上i流7斑f在uに二 10校と -実業i開手司!の艇!賂率が完成し艇F防右

れた。

この艇!東村と総称されたボート競技は能療にfT宿所を併設していた関係で、ttl!スポ

61 



ーツの合宿所とは一味違う隣り合った密接な相互煙解と粉互扶助の精神を極養する

大スポーツ悶体を生むことになっていった。

そしてそのような良好な関係は、ボート競技が他競技に先隊けて大正9年(192

0年)日本漕艇協会を設立したことにつながった。

このことは大日本体育協会の第2代会長に東京大学出身の持清…， (技2)が就任し

たことと密接な関係があると思われる。

この極めて純粋なオアーズマンシップ(注 3) はボート部を卒業し社会人となって

からも相互扶助の精神として今日まで受け継がれている。

大正 10年頃になると下流にあった 2校の艇庫が t流へと移転したため、長命寺の

わず、か上流にあった下流より -橋大学・東京帝国大学・第一高等学校(北日本銀行艇

庫)の艇庫群が最下流となった。

新たに上流に建設された艇僚と他間体に譲渡された艇庫は、以下の七つである。

l、明治40 "f( 1 9 1 2年)慶応大学から日本郷船に譲護

2、大正 3年(1914年)慶応大学寺湯治区に移転

3、大正中頃(不明) 日本大学

4、大iE8匂 0919/<f)静水会艇庫建設(現東京海上スポーツ財団)

5、大正 9ir(1920年)千葉医科大学(現千葉大学)

6、大正 10年(192 1年)学習院大学から早稲田高等学院に譲渡

7、年代不明野口造船所

こうして、言問団子の上流にある現一橋大学艇僚の)11上には、 14同体の艇療と競

技用ボートも作成していた造船所も加わった 15の団体で、明治期よりもさらに濃密

なオアーズマンシッブが形成されていった。

5.ボート遠糟

明治311f.0898年) 1月に、一橋大学端艇部によって銚子遠潜のための航路

が縄かれると、明治35年ー(19 0 2 if) 1 2 Hにゐ橋大学が再び銚子遠糟を行った。

すると同年 12flに平稲回大学が柴又遠幣を経て、 12月22日から 1fl 8日まで

の銚子遺構を成功させたことによって、他国体の遠i轡が霊長んにおこなわれるようにな

っていった。

また明治42年(1909年)には一橋大'苧・早稲聞大学・第一品高等学校・高等師

範学校・明治大宇の S校が遠j曹を実施し、時には練営形式の競潜を行ったり旅館に同

宿するなどの状況が生じていたので、旅館関係tiとオアーズマン同士の独特の友情が

まれていったと忠われる。

さらに遠潜の航路は銚子以外にも関かれ、初期連機としては柴又・松戸・流出・野

田、中期連潜としては境・潮来などが行われ、平成 18年 (2006年〉までに 14 

3l母の速機が数えられている。
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それら遠糟の時に翁治した旅館名は銚子の大級旅館を含め合計 23飽iこ上るが、現

在ではその多くが廃業しているなかで、平成20年 (20 0 8年) 9 f:lに松戸市で営

していた旅館海老爆の宿泊人名帳(昭和 14年--....1 5年〉が発見された。

このことにより学徒出陣記急速潜が実施されていた事実が判明したが、その内容につ

いては今後の研究を待たなければならない。

技1. 造腕組

明治 16年(1883年〉頃、ボートを漕いでいた学生逮によって，多くのク

ラブが生まれたが、代表的なものは以下の三つである。その後会クラブの統合

機関として生まれたのが、定締組である。

1) MBC ，知~mb('r f Boat 仁川例代表 日高 山口鋭之助(学習院長・

中顧問官)林権助(駐英大使・宮内苦言御用係〉他

2) ORC山 ic n t I れ wlog Cluh)武郎千代三郎(県知事・大a本体育協会副会

長〉神崎東蔵(弁護士)他

3) SRC umirl Rowi捻 1U bl (日本漕艇協会会長・大日本体育協会会

長. 10 C委長)他

注 2. 大日本体育協会

武田千代三郎・岸清一・杉村陽太郎〈鴎際連盟事務局長・フランス大使・ 10

C委員・一潟、東京帝関大学のボート選手)などボート関係者が多く在籍して

いた。

f主3.oarsmanship

o a rとはボート競技のオールのことで、 j轡守主としての技量全般を指しスポー

ツマンシッブに繋がる。
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